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ライフステージ  必修講座  選択講座 

※初任期育成研修 

   初任者研修 

  ステップアップ研修 

２５単位 

(20単位) 

(５単位) 

  

 ２年目  ３単位    

４単位 

 
２～６年   

7～12年    ５単位 

 10年経験者 ６単位  ４単位  

     

  13単位 13年～  

（生涯合計60単位） 計34単位  計26単位  

 

 京都府総合教育センターでは、「学校・教職員を支援するセンター」として、今年度

も教職員の皆様の教育実践に役立つ研修をはじめ、教育に関する研究事業、児童生徒・

保護者や教職員への教育相談事業等を実施してまいります。 

 教職員の大量退職の時代、管理職やミドルリーダーの育成、初任者・新規採用者の

増加に伴う若手教職員の育成など研修の重要性はますます増大しています。 

 このような背景のもと、今年度は、初任者・新規採用者研修を初任期育成研修に改

編するとともに、これまで好評をいただいている出前講座について

も、小学校・中学校道徳教育講座や小学校外国語活動講座を新たに

設けるなど、学校の喫緊の課題に対応する講座を充実させました。 

 さらには、質の高い学力をはぐくむための「中学校英文教材集」

や、規範意識や人を思いやり尊重する心など豊かな人間性をはぐく

むための「道徳教育の進め方ハンドブック」など、京都府教育振興

プランに基づいた新事業に取り組んでまいります。 

 本年度も、どうぞよろしくお願いいたします。 
 

            京都府総合教育センター所長  角南 ちえみ 

 センター所員が学校等に出向いて、学校や地域の特色や課題に応じた研修を提供する出前講座を実施していま

す。職場を離れず研修できるので、子どもと向き合う時間が確保できます。また、学校の教職員全員もしくは関係

者で受講できるので、同僚とのコミュニケーションが図れ、組織の活性化にもつながります。 

 平成21年度より、単位制履修制度を実施しています。 

 この制度は教職員のみなさんが主体的、計画的に研修を重ね

ることで資質能力の向上をはかることをねらいとしています。 

 １講座を１単位として、生涯にわたって、６０単位の履修を

モデルとしています。右の表のように、初任期育成研修や、

10年経験者研修をのぞくと、12年目までは年１単位、13年

目以降は２年で１単位の履修が期待されます。 

※平成24年度初任者・新規採用者から初任者研修と2年目 

 研修を合わせて初任期育成研修として実施します。 



番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

502 
道徳教育推進講座 

【会場：総合教育センター】 
5月18日(金) 

 道徳教育推進教師の役割、全教職員が力を発揮できる推

進体制づくり、諸計画の作成手順、魅力ある道徳の時間の

ポイントなどを学ぶ講座です。 

【講師：東京学芸大学 教授 永田 繁雄】 

503 
「道徳の時間」実践講座 

【会場：総合教育センター】 
6月8日(金) 

 道徳教育の基本的な考え方を学び、演習により道徳の時

間の進め方について「読み物資料」の活用の仕方を中心に

具体的に学ぶ講座です。 

【講師：元文部省教科調査官 横山 利弘】 

504 
人権教育講座Ⅰ 

【会場：総合教育センター】 
７月６日(金) 

 教育をめぐる不平等や経済格差と学力との関係、人権尊

重の視点からの学校づくりについて学び、演習により参加

体験的な学習について具体的な指導方法を学ぶ講座です。 

【講師：大阪大学大学院 教授 志水 宏吉】 

509 

510 

教育相談〈初級〉講座 
（センター） 

（北部） 
【会場：総合教育センター・北部研修所】 

6月21日(木) 

7月5日(木) 

 誰もが身に付けたい教育相談の基礎を学ぶ講座です。特

に本講座では、いじめや不登校等子どもの心の問題に向き

合うために必要な知識や関わり方について学びます。 

【講師：同志社女子大学 教授 中川 美保子】 

516 

「今を生きる子どものこころ」講座 

-非行臨床の視点からみた「攻撃性」- 

【会場：総合教育センター】 

７月27日(金) 

 家庭裁判所調査官として非行少年やその家族と接してこ

られた講師の講義から、子どもへの理解や関わりへの大き

なヒントが得られる講座です。 

【講師：花園大学 教授 橋本 和明】 

番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

405 

412 

419 

小学校｢授業づくり｣講座 

理科Ⅰ 

図画工作科Ⅰ 

体育科Ⅰ 

【会場：総合教育センター】 

6月１日(金) 

 

 講師の講演からは｢本質的な学び｣を追求する授業づくり

について学びます。また、教科別の講義・研究協議によ

り、単元や題材の指導計画を構想する際のポイントについ

て学ぶ講座です。 

【講師：京都大学大学院 教授 田中 耕治】 

406 

413 

420 

小学校｢授業づくり｣講座 

理科Ⅱ 

図画工作科Ⅱ 

体育科Ⅱ 

【会場：北部研修所】 

８月３日(金) 

８月10日(金) 

７月30日(月) 

 講師の各教科における具体的な実践から学ぶ講座です。 

また、講義と研究協議により受講者同士で学びを共有でき

る講座です。 

【406講師：奈良女子大学附属小学校 教諭 谷岡 義高】 

【413講師：奈良女子大学附属小学校 教諭 大野木 位行】 

【420講師：奈良女子大学附属小学校 教諭 阪本 一英】 

 

433 

434 

 

中学校英語科教育基礎講座Ⅰ 

中学校英語科教育基礎講座Ⅱ 

【会場：総合教育センター】 

※対象は２～6年目研修対象者です。 

 

8月7日(火) 

8月8日(水) 

 

 Ⅰは入門期指導、音声指導、｢書くこと｣指導の充実につ

いて、Ⅱは言語活動の捉え方、｢読むこと｣とつなげた表現

活動、計画的・系統的な自己表現作文の指導等について学

ぶ講座です。 

【講師：京都外国語大学 教授 杉本 義美】 

450 

｢科学的なものの見方・考え方を 

感じよう！｣講座(大学連携) 

【会場：京都大学総合博物館】 

6月７日(木) 

 演習を通して｢科学的に見ることや考えること｣を実感し、理科

の楽しさを再認識し、実践意欲を高める講座です。 

 講師：京都大学総合博物館 館 長 大野 照文 

    京都大学総合博物館 准教授 塩瀬 隆之 

    京都大学大学院     准教授 古川 善紹  

専門研修 ～教科～  

専門研修 ～領域等～ 

 子どもの豊かな成長を支えるために、センターでは教職員の資質や指

導力の向上にむけた研修講座を実施します。今月号では、平成24年度前

期(5～８月)の特徴的な講座を紹介します。詳しくは、『平成24年度研修

講座の概要』をご覧ください。 



番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

606 

プレゼンテーション能力 

「情報発信」講座(企業連携) 

【会場：総合教育センター】 

8月20日(月) 

 プレゼンテーションの基本的な考え方や視覚に訴える説

明方法など、プレゼンターの表現技法、プレゼンテーショ

ンの進め方全般にわたって学ぶ講座です。 

【講師：株式会社キャリア総研 講師 山本 みどり】 

番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

523 

特別支援教育「読み書き障害の理解」講座 

-発達と感覚・運動の視点から- 

【会場：北部研修所】 

8月21日(火) 

 通常の学級に在籍する読み書きに困難がある子どもに対

する理解と支援について学ぶ講座です。「読み書きに困難が

ある｣とはどのような状態なのか、発達と感覚・運動の2つ

の視点から学び、有効な指導・支援について考えます。 

【講師：京都大学大学院 准教授 加藤 寿宏 他】 

532 

特別支援教育〈発展〉「青年期の理解と支援」講座 

-発達障害のある子どもの自立と社会参加- 

（大学連携） 

【会場：花園大学】 

8月20日(月) 

 発達障害のある子どもの理解と支援のあり方について学

ぶ講座です。仲間づくりにつまづきを感じたり、学習やス

ケジュール管理が難しい等様々な困難を抱えている子ども

に対する理解と支援について学びます。 

【講師：花園大学 教授 小谷 裕実 他】 

534 

特別支援教育〈発展〉「読み書き 

障害の理解と支援（発展）」講座 

-視機能から考える- 

【会場：総合教育センター】 

7月5日(木) 

 読み書きに困難がある子どもの特性の理解について、視

機能および視覚認知の観点から、何が困難なのか、どのよ

うな支援が有効なのかを学ぶ講座です。 

【講師：かわばた眼科 院長 川端 秀仁 他】 

番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

704 

教育法規演習講座 

 

【会場：総合教育センター】 

6月4日(月) 

 学校で起こった具体的な事例の判例をとりあげ、教職員

の対応や法的な課題等について学び、具体的な事例を用い

た演習により、適切な対応について学ぶ講座です。 

【講師：アクシス法律事務所 弁護士 置田 文夫】 

711 

企業から学ぶ組織の活性化講座 

(企業連携) 

【会場：総合教育センター】 

7月27日(金) 

 東大阪の町工場が集まって製作し、打ち上げに成功した

人工衛生「まいど1号」の生みの親ともいえる青木社長の

講演から、企業の経営や人材育成の考え方の理解を通して

教育実践力とマネジメントについて学ぶ講座です。 

【講師：株式会社アオキ 代表取締役社長 青木 豊彦】 

番号 講座名 講座開催日 お薦めポイント 

806 

「学校運営に活かす教育相談」講座 

【会場：総合教育センター】 

※対象は管理職です。 

6月22日(金) 

 関わりの難しい児童生徒や保護者への対応等、学校を巡

るいくつかの困難事例をもとに事例研究を行い、教育相談

機能を活かした学校運営の推進について学ぶ講座です。 

【講師：香川大学 教授 藪添 隆一】 

851 

852 

小学校学力の状況分析・活用講座 

（センター） 

（北部） 
【会場：総合教育センター・北部研修所】 

 

７月10日(火) 

7月６日(金) 

 

 改訂版｢小学校学力診断テスト結果の概要｣を活用し、学

力診断テスト等結果に見られる本府児童の学力状況、成果

と課題、授業改善の視点、校内研修の推進等について学ぶ

講座です。 

専門研修 ～コミュニケーション能力～ 

専門研修 ～領域等～ 

専門研修 ～チームマネジメント能力～ 

専門研修 ～職能別等・特別研修～ 



 

 

 

  総合教育センター11名 

北部研修所４名 

【アドバイザーが行う学校支援】 

  ＊ センター研修講座の利活用への助言 

  ＊ 学校における教育課題等への助言 

  ＊ 教職員への教育活動に関する助言 

  ＊ 教材開発等への助言 

  ＊ 学校訪問による各種コンサルテーション  

【人材育成支援室連絡先】 

(総合教育センター)075-612-2956 

（北部研修所）    0773-43-2934 

（メールアドレス） 

 jinzaishien@kyoto-be.ne.jp 

［総合教育センター］                     

    津守 俊一  元府立高等学校 校長【室長】 

  勝間 喜一郎   〃府立高等学校 校長【総括】    

  小田垣   勉  〃府立高等学校 校長【チーフ】 

  後野 文雄  〃公立中学校 校長   【チーフ】 

    岡田 美紀子 〃公立小学校 校長   【チーフ】 

    西山 美之  〃府立高等学校 事務長 

  松本 公雄  〃府立特別支援学校 校長    

  西田 隆夫    〃公立中学校 校長 

  木村 義二  〃公立中学校 校長 

  田中 泰弘  〃公立中学校 校長 

  山内 司郎  〃公立小学校 校長 

［北部研修所］ 

    木村 正純    〃公立小学校 校長   【チーフ】 

    井上 泰夫  〃府立高等学校 校長 

    倉垣  誠  〃府立高等学校 校長 

  平岡 知代    〃公立小学校 校長    

 幼児・児童生徒についての相談(コンサルテーション)の他、先生方ご自身についての

相談(カウンセリング)も受け付けています。また、子どもや保護者に教育相談を紹介し

たいという場合もご利用ください。１ 電話、２ メール、３ 来所、４ 巡回の４つの方法があり

ます。 

１ 24時間電話教育相談ふれあい・すこやかテレフォン 

   075-612-326８ または 3301 

   0773-43-0390 
 

 

３ 来所教育相談 

 総合教育センターまたは北部研修所まで直接来所い

ただいて相談できます。くわしくは１の電話へお問い

合わせください。 

２ メール教育相談 

     http://www.kyoto-be.ne.jp/ed-center/m/ 

 soudan.htm 

  (携帯電話の場合、受信拒否設定を解除してください。） 
 

４ 巡回教育相談 

 お近くの教育局などにカウンセラーが出向きます。月に

１～２回、決まった曜日・時間の相談となります。くわし

くは１の電話にお問い合わせください。 

 総合教育センターでは、これまで教育実践に

役立つさまざまな研究を進めてきました。 

 研究成果をまとめた冊子(「学習指導案ハンド

ブック」等)は各学校へ配布していますが、ＩＴ

ＥＣ(センターホームページ)にも掲載していま

す。ぜひ、ご活用ください。 

 ４年目を迎える「人材育成支援室」のアドバイザーは、府内全小・中・府立学校を訪問し、

人材育成や学校・教職員の支援について意見交流を行ってきました。本年度もまた、新たなメ

ンバーで活動してまいります。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/ed-center/ 

                

             をクリック！ 

研究冊子がダウンロードできます！ 


